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Abstract. 
2015, this school researched “shokuiku” as a “super shokuiku school ”. 
In this research, in order to get closer to the school educational goal wishing for better 
development of the mind and body, I proposed a dietary education program based on the mind and 
body development of the child based on the concept of developmental psychology. 
As a result, in 3.4th grade, you could see big transfiguration in the walking strength meter and 
blood inspection.Usefulness of the “shokuiku program” was effective 
Also, in the fifth and sixth graders who had a viewpoint of mental development, although there was no major 
transformation, the sixth graders were significantly transforming "Fun of meals". The increase in the number 
of children who can express the relationship between meals and themselves with "emotion" feeling suggested 
that the food education program was useful for the formation of better eating habits in the future. 
 






































































































Ⅱ 方 法 
1 対象者と食育プログラム 









































3 年生と 4 年生全員にテルモ歩行強度計メディウォ
ーク（TERUMO 社製）を用いた運動量測定を実施し
研究前後を比較した。分析は A 大学に依頼した。 
① 測定項目：1 日の歩数（歩）、1 日の活動時消費カ
ロリー（kcal）、1 日の総消費カロリー（kcal）、1 日の
歩行距離（km）、1 日の中強度以上の運動時間（分） 
② 測定時期：1 回目 7 月 6 日から 30 日間、2 回目 10











インスリン・HbA1c の 6 項目 





（1 問）、食環境（1 問）、生活行動（3 問） 
②調査時期：6 月～12 月、毎月 19 日 



















を用いた。分析は A 大学に依頼した。 
①調査内容：公的自己意識に関する設問 9 問と私的自
己意識に関する設問 10 問 
②調査時期：7 月及び 11 月の 2 回 










食態度 1 問 




識との関係性を、統計ソフト SPSS Ver.23 を用いて検
定を行った。 
 
Ⅲ 結 果 
1 3・4年生の結果 
1) 歩行強度計の測定結果 
 歩行強度計による結果は表 1 のとおりである。講座
前は 7 月調査を示し、講座後は 10 月調査を示してい
る。 
歩数は 7 月の平均が 9,454 歩に対し、10 月は 12,025
歩と増えており、歩行距離は 5.4km から 6.9km とな
るなど、10 月全体のデータは 7 月よりいずれも高い値
が得られた。 
期間の比較では、開始 1 週間はどの値もあまり差は
なく、終了前 1 週間に大きな差がみられた。7 月の歩
数は 5,987 歩、10 月は 12,362 歩、活動時の消費カロ
リーは 7 月が 77kcal、10 月は 201kcal、歩行距離は 7














結果と 9 月と 12 月の比較を表 4 に示した。血糖がや
や上昇し、HbA1c もやや上昇していた。HDL-C は有
意に上昇し、中性脂肪が有意に低下しているものの、 






























また、7 月と 11 月の調査の結果、得られた数値は公
的自己意識得点が 5 年生は 18.43 から 18.57 に、6 年生















非研究介入校においても 5 年生は 17.78 から 18.17、
6 年生は 20.01 から 19.63 となり有意差はみられなかっ
た。私的自己意識の本校の得点は 5 年生が 24.29 から
24.71 とやや高くなり、6 年生は 28.35 から 27.81 とや
や低くなった。非研究介入校における得点は、5 年生が




学）6 年生の 1 回目の調査の結果値であった。 
2) 食生活調査の結果 























め、2016 年 3 月に 4 年生保護者 54 人を対象とした食
事調査を行った。血液検査が有効な児童 43 人のデー
平均 標準偏差 平均 標準偏差
研究介入校 18.43 5.20 24.29 6.95
非研究介入校 18.78 5.36 25.70 5.33
研究介入校 21.76 5.72 28.35 5.55




平均 標準偏差 平均 標準偏差
7月 18.43 5.20 24.29 6.95
11月 18.57 5.75 24.71 7.17
7月 18.78 5.36 　 25.70 5.33
11月 18.17 5.46 24.92 4.92
7月 21.76 5.72 28.35 5.55
11月 22.80 5.21 27.81 6.07
7月 20.01 5.82 27.64 4.97
































































































































































































































































































スーパー食育スクールの平成 27 年度は、全国で 30
校が「食と学力」（3 校）「食と健康」（19 校）「地産地




































しての取組を進めるための方策について」 2008.1.17  
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性別 （男/女）（名） 23/23 25/31 0.691 
身長（㎝） 135.9 ± 5.8 134.9 ± 6.0 0.390 
体重（kg） 32.3 ± 5.1 30.2 ± 5.4 0.010 
BMI（kg/m2） 17.4 ± 1.9 16.5 ± 2.1 0.004 
血糖(mg/dl) 86.2 ± 5.3 85.3 ± 5.7 0.422 
HDL-C(mg/dl) 64.7 ± 12.0 69.2 ± 11.7 0.055 
LDL-C(mg/dl) 93.3 ± 21.4 94.7 ± 20.1 0.196 
中性脂肪(TG) 64.0 ± 27.8 60.5 ± 25.7 0.482 
HbA1c(NGSP)(%) 5.16 ± 0.2 5.17 ± 0.2 0.774 




期間全体 開始1週間 終了前1週間 平日 土日
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
講座前 9454 2203 12068 2825 5987 2439 10112 2303 5867 3336
講座後 12025 2711 11888 3407 12362 3165 12949 3243 6972 3295
活動時の消費カロリー（kcal）
期間全体 開始1週間 終了前1週間 平日 土日
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
講座前 126 36 165 51 77 33 135 39 72 44
講座後 180 104 175 101 201 160 214 198 98 69
1日の総消費カロリー（kcal）
期間全体 開始1週間 終了前1週間 平日 土日
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
講座前 1511 164 1567 186 1416 162 1524 169 1425 158
講座後 1604 301 1605 322 1575 445 1612 363 1481 260
歩行距離（km）
期間全体 開始1週間 終了前1週間 平日 土日
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
講座前 5.4 1.2 6.9 1.6 3.3 1.3 5.7 1.3 3.3 1.9
講座後 6.9 1.5 6.8 2.0 7.4 1.9 7.7 1.9 4.0 1.9
中強度以上の運動時間（分）
期間全体 開始1週間 終了前1週間 平日 土日
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
講座前 24 7 31 9 16 8 27 8 11 8
講座後 34 14 34 13 32 11 37 11 18 8
原著 
表３ 研究校の血液検査結果（９月・12 月） 
  ９月 １２月 p 値 




血糖(mg/dl) 86.2 ± 5.3 85.8 ± 4.7 0.563 
HDL-C(mg/dl) 64.7 ± 12.0 72.0 ± 12.7 <0.001 
LDL-C(mg/dl) 93.3 ± 21.4 89.2 ± 19.9 0.002 
中性脂肪(TG) 64.0 ± 27.8 44.3 ± 18.0 <0.001 
HbA1c(NGSP)(%) 5.16 ± 0.2 5.23 ± 0.2 <0.001 






表４ 非研究介入校における血液検査結果（９月・12 月） 
  ９月 １２月 p 値 




血糖(mg/dl) 85.3 ± 5.7 87.8 ± 5.6 <0.001
HDL-C(mg/dl) 69.2 ± 11.7 76.3 ± 11.9 <0.001
LDL-C(mg/dl) 94.7 ± 20.1 95.0 ± 22.4 0.831 
中性脂肪(TG) 60.5 ± 25.7 43.3 ± 14.1 <0.001
HbA1c(NGSP)(%) 5.2 ± 0.2 5.3 ± 0.2 <0.001



















































































































血糖 9 月 n=49         単位：mg/dl 血糖 12 月 n=46         単位：mg/dl 
HbA1c  12 月 n=46     単位：％ HbA1c  9 月 n=49     単位：％ 














































HDL-C  9 月 n=49    単位：mg/dl HDL-C 12 月 n=46    単位：mg/dl 
LDL-C  9 月 n=49    単位：mg/dl LDL-C  12 月 n=46    単位：mg/dl 




























図 11 ＢＭＩに寄与度が高い項目 
 
